
５
月
２
３
日
（
日
）
、
恒
例
の
「
平
和
の
つ
ど
い
」
が
「
あ
ん
き
の
家
細
畑
」
で
開
催
さ
れ
、

あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
６
０
名
の
方
々
が
つ
ど
い
、
コ
ー
ラ
ス
や
お
話
な
ど

い
ろ
ん
な
催
し
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｈ
広
場
で
は
こ
の

日
ま
で
に
集
め
ら
れ

た
６
９
０
万
の
核
廃

絶
署
名
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会

議
議
長
と
国
連
上
級

代
表
の
両
氏
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 
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この会は、「憲法９条を変えてはいけない」の一点で、あらゆる立場や考え方、世代の違いを越えて多くの 

人と共同し、九条を活かした平和のための活動を行う会です。 みなさんの賛同、ご支援をお願いします。 
 

  

 

                           

ニューヨーク行動からのレポート 
 

 

 

 

 

 

 

                  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 
５
月
の
つ
ど
い
に
大
勢
の
人
が
参
加 

 沖
縄
出
身
、
長
森
の
大
城
豊
次
さ
ん
が
語

っ
た
。
沖
縄
人
が
悲
惨
な
戦
争
を
通
じ
て
学

び
と
っ
た
生
き
方
、「
ヌ
チ
ド
タ
カ
ラ
」
＝
命

こ
そ
宝
。 

鳩
山
総
理
は
命
を
大
切
に
す
る

と
云
っ
て
誕
生
し
、
危
険
の
タ
ラ
イ
ま
わ
し
。

普
天
間
基
地
問
題
は
ブ
ー
ラ
メ
ン
の
よ
う
。 

国
民
を
危
険
に
さ
ら
し
て
安
全
保
障
は
な

い
。
こ
ん
な
に
長
期
間
外
国
軍
隊
が
駐
留
す

る
異
常
。
無
条
件
基
地
撤
去
に
向
け
て
岐
阜

と
沖
縄
が
力
を 

あ
わ
せ
よ
う
。 

「
沖
縄
を
返
せ
」 

熱
い
歌
の
合
唱 

が
胸
を
打
っ
た
。 

核
兵
器
の
廃
絶
を
目
指
し
て
１
８
９
ヶ
国
が

集
う
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条
約
）
再
検
討

会
議
。 

世
界
の
市
民
が
そ
の
意
思
を
示
す

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
参
加
さ
れ
た
日
野
在

住
で
世
話
人
の
白
井
雅
子
さ
ん
が
映
像
を
交

え
て
次
の
よ
う
な
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。 

５
月
２
日
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
約
２
千
人

を
含
め
１
万
人
を
超
え
る
世
界
の
人
々
老
若

男
女
が
核
兵
器
廃
絶
の
想
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
込
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
目
抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

６
９
０
万
人
の
署
名
が
国
連
へ 

こ
の
中
に
は
長
森
日
野
地
区
で
協
力
頂
い
た

１
０
０
０
を
超
え
る
署
名
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
想
い
が
こ
こ
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

日
野
か
ら
千
羽
鶴
が
国
連
原
爆
展
に 

５
月
３
日
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｔ
開
催
に
合
わ
せ

国
連
本
部
１
階
ロ
ビ
ー
で
被
爆
の
惨
状
を

伝
え
る
原
爆
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
野
の
賛
同
者
の
方
が
核
兵
器
の
廃
絶

を
願
っ
て
折
ら
れ
た
千
羽
鶴
の
束
が
こ
の

原
爆
展
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す 

さ
わ
や
か
な
ピ

ン
ク
の
シ
ャ
ツ
で

登
場
の
長
森
地
区

の
女
声
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
ー
＝
フ

レ
ン
ド
リ
ー
。 

イ
メ
ー
ジ
通
り
親

し
み
易
く
ホ
ッ
と

心
休
ま
る
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
歌

の
数
々
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
合
唱
も

し
ま
し
た
。 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
歌
を
楽
し
む 

沖
縄
基
地
の
無
条
件
返
還
を 

街
に
響
く
「
核
廃
絶
の
実
現
を
」
の
声 

世
界
各
地
か

ら
の
人
た
ち
が

歌
や
踊
り
、
署
名

な
ど
思
い
思
い

の
表
現
で
ア
ピ

ー
ル
を
す
る
中
、

岐
阜
か
ら
の
参

加
者
た
ち
は
、
折

り
鶴
を
沿
道
の

人
た
ち
に
手
渡

し
、
交
歓
し
な
が

ら
行
進
を
続
け

ま
し
た
。 

原爆展の千羽鶴 

http://www.ccn.aitai.ne.jp/~nh9jou/


   賛同者が 7４0 名に 今年５周年、多彩な活動を！ 

 

長森・日野九条の会は、今年 9 月で発足 5 年目を迎えます。 

発足以来、“憲法九条を守ろう”と広く呼び掛け、定期的な催しの開催、 

ニュースの発行配布、賛同署名のお願い、長森駅前でのパネルアピール、 

ホームページを開設しての情報交換など、多くの人のアイデアを基に創意 

工夫をこらして活動してきました。 

これらの活動を通じて、この会を支える賛同者も着実に増えて、現在は 

7４0 名に達しています。 これからも多くの人と共に平和の問題を考えながら 

さらに一層この地域に根付いた活動を充実させ、賛同者の輪を広げていきたい 

と考えています。 

   そして今、憲法改正の手続きを定める国民投票法が欠陥法と云われながら、 

強行採決を経て 5 月に発効し、事実上憲法審査会は休眠状態で法律の体をなして 

いませんが、このいい加減さが突然の憲法 9 条改正に動き出す危険性を秘めています。 

さらに沖縄普天間基地の撤去問題に絡んで、政府は米軍基地の国内拡散を画策し、この地域 

では、自衛隊岐阜基地の米軍との共同運用が浮上し、鳩山首相の知事会への米軍訓練受け入れ 

要請に対して岐阜県古田知事は一定の理解を示したといいます。（5 月 28 日中日新聞） 

このように、憲法の 3 原則、平和主義・国民主権・基本的人権の尊重はいつも戦争・圧政・ 

差別の問題と対峙しています。 国民が政府の暴走を規制するための憲法（立憲主義）を遵守 

させるためには、私たち１人ひとりの不断の努力が大事なのでしょう。 これからも力を合わ 

せて憲法 9 条が、世界のグローバルスタンダードとなるよう、ともに活動していきましょう。 
  

  新たに 52 名の賛同者 長森手力地区で   

 

  5月 16日（日）、有志 7名が手力神社に集合、賛同署名のお願いをして 100軒ほどのご家庭 

  を訪問しました。 この日は新たに 52名の署名を頂きました。 こんなエピソードも… 

   ＊「子どもを車で送り届けるので署名している暇がない」と云って去った人、1時間ほど 

後、私たちを探して駆けつけ、署名してくれました。 とても嬉しかったネ。 

   ＊ 俺は満州に送られ、毎日殴られるために軍隊にいたようなもの、1年もしないうちに 

     シベリアに長期間抑留され死ぬ思い、トンデモナイ人生だったヨ。   

 

 

 
   

 

 

 

長森・日野９条の会は、発足時よりホームページを 

開設し、活動の情報を発信しています。   

  

   ネットにつながる方、ときどき開いてみてください。 

そして、ご意見、ご感想、連絡、提案、エピソード 

どんなことでも、下方にある［ご意見・ご連絡］タブ 

より送信してください。   

 

みなさんの創意で元気で楽しい充実したホームページ 

にしていきたいと思います。   

 

ホームページのアドレスは 

 http://www.ccn.aitai.ne.jp/~nh9jou/   

 

［長森日野九条の会］で検索頂いても開けます。 

http://www.ccn.aitai.ne.jp/~nh9jou/

